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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本人英語学習者の英語力とスピーチスキルを向上させるために活
用した学習者のビデオ映像の教育的効果を検証することである。英語力上位・下位のクラスからモデルとなるビ
デオ（上位モデル・下位モデル）をそれぞれ選び、大学生2グループに対して順序を変えて視聴させる追試を実
施した結果、ビデオの視聴順序については一貫した結果が認められなかった。テキストマイニングと内容分析の
結果から、両モデルの観察が学習者の動機づけを高めることに役立つことが明らかになった。英語授業における
学習者のビデオ映像活用は、学習者が深いアプローチを採るような授業実践を可能にすることを提案する。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine the educational effects of video viewing on 
students’ foreign language proficiency and public speaking skills in an English as a foreign 
language (EFL) classroom at a Japanese university. We conducted replication studies on how watching 
model videos in proficiency order affects the effects model video viewing has among two groups of 
Japanese students, with one group watching them in high- to low-proficiency order and the other 
group in the reverse order. The findings from quantitative analysis were not consistent. Further, 
the findings from text mining and qualitative analysis indicated that watching both high-proficiency
 and low-proficiency model videos enhances learners’ motivation to practice public speaking. We 
propose that using video recordings in the EFL classroom creates a learning environment that 
encourages students to develop a deeper understanding of the learning process.

研究分野：英語教育
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１．研究開始当初の背景 
最近の外国語教育の傾向の一つとして，IT 機
器を活用することにより学習者の動機付け
を高めたり，外国語能力の向上を目指したり
する試みが挙げられる。例えば，ビデオの活
用は,音声と映像の両方を生かすことができ
ることから，教育の現場でも様々な目的
（例：学習者または教師作成によるビデオ，
評価を目的としたビデオ）のために利用され
ている。 
 研究代表者は日本人大学生を対象とし，英
語授業の一環としてスピーチ指導を行い，授
業における学習者のビデオ映像活用に関す
る研究を進めてきた。岡田・いとう（2014）
では，英語授業においてスピーチを実施し，
そのビデオ映像を視聴させて自己評価を行
った結果，話し方や英語の強弱アクセントの
つけ方などに対する気付きが高まることが
明らかになった。 
 また Okada(2012)では，学習者のスピーチ
のリハーサルと本番のパフォーマンスをビ
デオ撮影し，その映像を使って自己評価を実
施した。その結果，全体的にリハーサルより
本番のパフォーマンスが高く評価され，発表
に対する学習者のモチベーションを高める
可能性が示唆された。これらの先行研究を概
観すると，Kolb（1984）の経験学習モデルで
示されているサイクルが暗示的に取り入れ
られていることが明らかである。 
 Okada, Sawaumi, & Ito の研究（2014）で
は英語力上位の学習者をモデルとして採用
し，英語力上位群と下位群の 2グループに観
察させ，その教育的効果を検証した。その結
果，英語力上位群はモチベーションが高まる
効果が見られた一方，英語力下位群の学習者
のやる気を低減させることが示唆された。学
習者の英語力とモデルビデオ教材の組み合
わせによってこのような効果が現れる可能
性が考えられる。 
 ビデオ映像を活用した教育的手法につい
ては，教育実習中の実習生や若手教員の育成
を目的とした研究成果はあるが，外国語教育
において,学習者の個人差に留意した録画ビ
デオの活用効果の検証を目的とした研究は
これまでには見られなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，学習者の適性によって効果
が異なることを顧慮しつつ，外国語能力とス
ピーチスキルを向上させるために活用した
ビデオ映像の教育的効果を検証することで
ある。また，その継続的な活用によってもた
らされる効果について混合研究法を用いて
分析することで立証し，自律的な学習者を育
成するための手法を確立することである。そ
こで，研究期間内で以下の２点について明ら
かにすることを試みた。 
 
（１）ビデオ映像を活用したタスクの改良 
 研究代表者はこれまでに，ビデオ映像の活

用の中で尺度を使った自己評価やピア評価
を取り入れてきた。また，学習者自身のビデ
オを視聴するときは，与えられたタスクが明
確でなくても集中して視聴する傾向がある
が，ほかの学習者のビデオを視聴する場合は
タスクの目的をより明確にする必要性も確
認した。学習者の個人差に留意した評価方法
を開発することによって，信頼性・妥当性の
高い評価結果を得ることが可能になる。 
 
（２）視聴覚的な省察による自律学習者の育
成 
 学習者自身のビデオ映像を視聴して学習
するプロセス（ビデオ自己モデリング）と他
の学習者のビデオ映像をサンプルとして視
聴する学習プロセス（観察学習）を統合する
ことによって，より深い気づきを促すことが
可能になる。自己および他者のビデオ映像を
活用することで過去の経験をより明確に分
析することが可能となり，特に学習者の弱点
を気付かせることに効果がある。この気づき
を外国語能力の向上に活かすために，学習者
の個人差に留意しつつビデオ映像を見せる
ことが重要である。テキストによる省察に対
してテキストマイニングによる分析や内容
分析を行うことによって，ビデオ自己モデリ
ングや観察学習などの効果を立証できる。 
 
３．研究の方法 
本研究では Kolb(1984)の経験学習モデルを
参考にしながら，スピーチ実践・ビデオ映像
による省察・モデル観察・学習者のスピーチ
スキル向上のための分析という新たな学習
モデルを構築した。このモデルに沿って収集
された量的・質的データをミックス法（混合
研究法）により分析・考察した。データ収集
は，研究代表者が勤務する都内の大学で行わ
れた。 
  
（１）研究参加者 
必修科目である英語コミュニケーション（半
期開講・週 2回）を履修する大学生 6グルー
プが参加した。履修者数は合計 97 名だった
が，研究参加に同意しない学生を分析から除
いたため，本研究の対象者となった学生は 82
名である。詳細は表 1のとおりである。 
 

表 1 参加者の内訳 

  A グループ Bグループ 合計 

研究１ 12 15 27 

研究２ 10 14 24 

研究３ 19 12 31 

 
（２）指導手順 
大学の英語授業で効果的なスピーチの仕方
を指導した。主な指導内容は(1)スピーチの
内容，(2)態度・アイコンタクトなどの非言
語的要素，(3)強弱ストレス・リズム・イン
トネーション・発音などの周辺言語的要素で



あった。スピーチは授業内で全 3回実施され
た。  
 下記の手順を用いて集めた自己評価・ピア
評価を統計分析，自由記述 2種類をテキスト
マイニングおよび内容分析を実施し，その結
果を考察した。さらに3回目の実証研究では，
インタビュー調査も実施し，その内容を分析
して考察を加えた。全 3回の実証実験では同
じ指導手順が用いられた。 
 
①スピーチの実践 
学生は事前に与えられたトピックについて
原稿を作成し，それを暗記したうえでスピー
チに臨んだ。スピーチ原稿は 180-200 単語で
作成された。スピーチはビデオ撮影され，発
表者以外の学生は聞くことに集中していた。 
 
②ビデオ映像による省察 
ビデオ撮影されたスピーチを授業で視聴し
た。学生はビデオを見ながら自己評価・ピア
評価シートを記入した。評価項目は
Yamashiro & Johnson (1997)を参考にして作
成された。11項目から構成され，ボイスコン
トロール（声の大きさ・話すスピード・イン
トネーション・話し方）とボディランゲージ
（姿勢・手足の位置・アイコンタクト・顔の
表情），有効性（トピックの選択・言葉使用・
語彙）について 4段階で評価された。 
 
③モデルビデオの観察 
2 回目と 3 回目のスピーチ実施前に，学生に
モデルビデオを視聴させた。モデルとなるビ
デオ映像は，研究代表者が以前に担当した英
語授業で行われた日本人大学生によるスピ
ーチから採用された。参加する学習者の英語
力を考慮するために，英語力の高いクラスと
英語力が低いクラスからそれぞれ8名がモデ
ルビデオとして研究に使用された。2 回目の
スピーチ実施前にAグループは英語力上位モ
デル，B グループは英語力下位モデル，3 回
目の実施前には A グループは下位モデル，B
グループは上位モデルをそれぞれ視聴した。 
 
④振り返り 
2 回目と 3 回目のスピーチ実施後，リフレク
ション・ペーパーを記入させ，モデルビデオ
の観察が学生のスピーチにどのような影響
を与えたかについて自由に記述してもらっ
た（自由記述１）。また 3 回目のスピーチ実
施後には，英語力上位・下位モデルの観察に
ついて感じたことを自由に書いてもらった
(自由記述２)。 
 
 
（３）結果 
ビデオの視聴順序（Aグループ・Bグループ）
と測定時期（1回目・2回目・3回目）を要因
とした 2×3 による分散分析を実施したとこ
ろ，自己評価では交互作用効果は有意ではな
かったが，ピア評価は研究１ではボイスコン

トロ―ル：F(1.49, 29.84) = 5.74, p = .01, ηp
2 

= .22; ボディランゲージ：F(2, 40) = 4.16, p 
= .02, ηp

2 = .17;有効性：F(1.51, 30.24) = 5.47, p 
= .02, ηp

2 = .22であった。研究２ではボイスコ
ントロール: F(2, 42) = 5.31, p < .01, ηp

2 
= .20；ボディランゲージ：F(2,42) = 11.34, p 
< .01, ηp

2 = .35；有効性：F(1.32, 27.66) = 6.16,p 
= .01, ηp

2 = .23であり，研究３ではボイスコン
トロール：F(2, 52) = 4.06, p = .02, ηp

2 = .13；ボ
ディランゲージ：F(2, 52) = 10.28, p < .01, ηp

2 
= .28；有効性：F(1.56, 40.44) = 36.49, p < .01, 
ηp

2 = .58であった。研究１と２の結果では，
学習者が下位モデルの後に上位モデルを視
聴したグループではピア評価が有意に高く
なったが，研究３では一貫した結果が得られ
なかった。 
 また，自由記述回答を質的およびテキスト
マイニングを用いて分析したところ，全ての
研究において上位モデルだけでなく下位モ
デルを観察することが学習者のモチベーシ
ョンを高めることに役立つことが明らかに
なった。言語に対する気づきを高めるだけで
なく，姿勢やアイコンタクトなどのプレゼン
テーションに関するスキルを向上させる可
能性を示唆した。 
 さらに，3 回の実証研究から得られた知見
をもとに，達成目標理論やアクティブラーニ
ングなどの別の観点からビデオ映像活用の
効果を考察し，スピーチ指導における学習者
のビデオ映像の教育的効果について議論し
た。その結果，英語授業におけるスピーチ指
導は原稿を作成し（書く），話す練習をし（話
す），クラスでスピーチをする（発表する）
という活動が含まれることから，溝上（2014）
が定義するアクティブラーニングを伴う活
動に学習者が関与できることが示唆された。 
 また，達成目標理論の観点から検討した場
合，学習者は英語を学ぶために知識を習得し
なければならない。その知識を効率よく習得
するために，遂行目標（他者からの肯定的な
評価を得ることや否定的な評価を得ないよ
うにすることが目標）あるいは熟達目標（自
身の努力によって成長できることや与えら
れた目標に挑戦してそれを持続させること
が目標）のいずれか，または両方の目標志向
性を高める指導が不可欠であると考えられ
る。 
 社会的比較理論からみると，大学生の場合，
発達段階であり,異なる他者との比較よりも
類似した他者との社会的比較が多く行われ
る時期でもある。学習者にモデルとなるビデ
オ映像を見せるのであれば，学習者の年齢や
英語力が類似したモデルを視聴させると影
響を受けやすいことが推測される。 
 
４．研究成果 
まず，本研究の 1つ目の目的であるビデオ映
像を活用したタスクの改良であるが，上位モ
デルだけでなく下位モデルの観察からも学
習者は多くの学びを経験することが可能に



なったことである。ビデオ媒体によるスピー
チのモデルを観察することで,それまでに学
んだ知識を自身の能力を高めるために活用
し，スピーチ参加への意欲を引き出すことが
確認されたことは大きな成果であろう。 
 2 つ目の目的である視聴覚的な省察が自律
学習者の育成に結び付いたかどうかについ
ては本研究からは明らかにすることはでき
ず，さらなる研究が必要であろう。しかし，
本研究では自身やクラスメートのビデオ映
像も学習者のパフォーマンスに影響を与え，
さらなる練習につながることも示された。ま
た，スピーチを 3回実施することで，学習者
にスピーチスキルの改善の余地を与えるこ
とが可能となった。 
 さらに学習者のビデオ映像を活用した学
びは，アクティブラーニング型の授業の中で
大きな役割を果たす可能性がある。英語力の
あまり高くない学習者であっても，スピーチ
スキルに関する知識を得て，英語でスピーチ
原稿を作成し，その内容を練習して暗記する。
さらにはそのスピーチを授業で発表し，その
ビデオ映像を視聴することで自身のパフォ
ーマンスを視聴覚的に振り返ることが可能
となる。このような一連の学習プロセスを経
験することで深い学びへとつながり，さらに
は学習者の人間性を涵養すると思われる。 
 モデルビデオを観察させる際，上位モデル
と下位モデルをどのような順番で提示する
かという点については一貫した結果が得ら
れなかったため，効果的なビデオの観察順番
については示唆が得られなかった。しかし，
学習者の英語力がそれぞれ異なるように，モ
デルとなるビデオ映像も英語力の高いモデ
ルだけでなく，学習者の英語力に近いモデル
を観察させることによって，学習者のスピー
チスキルと英語力の向上につながると考え
られる。 
 最後に,英語スピーチのモデルとして英語
母語話者ではなく，学習者と同じ日本人大学
生を採用することに大きな意義があること
を指摘したい。なぜなら，他の学習者のパフ
ォーマンスを見ることは勇気を与え，学習者
の自信を高めることにつながるからである。
このように，学習者のモチベーションを高め
る方法の一つとして，他の日本人大学生によ
る英語授業における成長過程を提示するこ
とが挙げられるだろう。今後の研究では，学
習者の英語授業における成長を示すビデオ
映像を活用することで，日本人大学生の英語
力の向上に貢献したい。 
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